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【前回の例会第2105回 2026年4月2日(木）】
開会点鐘）12：30
国家斉唱）君が代
RCソング）奉仕の理想
ゲスト・ビジターのご紹介
出席報告・会長の時間・幹事報告
ニコニコボックスの報告
委員会報告・同好会報告
閉会点鐘）13：30
本日の行事）伊賀市環境センター

伊賀市内河川の状況について

【本日の例会 第2106回 2026年4月9日(木）】
開会点鐘）12：30
ロータリーソング）我らの生業
歌唱指導）
ゲスト・ビジターのご紹介
出席報告・会長の時間・幹事報告
ニコニコボックスの報告
委員会報告・同好会報告
ロータリーの友読みどころ
閉会点鐘）13：30
本日の行事）移動観桜例会

【会長の時間：木津会長】

【幹事報告：宮岡幹事】

【委員会報告：北澤親睦委員長】

【出席報告：中西出席委員長】

4月に入り新年度が始まりました。私もニ年間地元で区長をしていまして、やっと一つ
肩の荷が降りたかなというところであります。今桜も満開ということで、来週は観桜例
会をお楽しみにしております。そして4月はロータリークラブ環境月間ということで、
今日は伊賀市からお二人の方で卓話を頂きますが、環境と言いますと、温暖化とか大き
な問題もあると思いますが、例えばゴミ分別であるとか小さなことから始めるのが一番
かなと思ってますし、またロータリーの方針にも繋がるであろうと確信しております。
今日は特に川の水質についてお話があると思いますけれども、環境そして我が市の生活
水域のことですので、今日はゆっくりお話を聞かせていただき、勉強させていただきた
いと思いますので、皆さんもお昼寝せずによく聞くようにお願いを申し上げまして、会
長の時間とさせていただきます

幹事報告ですけれども、本日第10回目の理事会が開催されました。承認されたことが5月の
プログラムです。プログラム内容につきましては、後ほど西口プログラム委員長よりご報告
させていただきます。先程会長のお話にもありましたが、次週4月9日は観桜例会となってお
ります。場所は山渓寺です。時間はいつも通りですけれども、場所がサンピアではなく山渓
寺となりますので、お間違いのないよう皆様ご参加下さい。以上幹事報告でした。

正会員数 37名
欠席免除者6名
欠席免除者以外の欠席者4名

出席率 87.1%

親睦委員会から連絡です。本例会終了後、ロータリールームの方で親睦委員会を開催
させていただきますので、親睦委員の皆様はお集まりいただきますよう、よろしく
お願いいたします。

【食事の時間】

今日も美味しくいただき
ました。
ごちそう様でした。



【ニコニコボックスの報告：樋口委員】

【プログラム委員会報告：西口プログラム委員】

【本日の行事：伊賀市環境センター 伊賀市内河川の状況について】

【編集者のつぶやき】

今週も次男が編集を担当させていただきました。
新年度を迎え、桜もきれいに咲いておりますが、我が家では相変わらず父の編集スキルは開花の気配が見られない
ため、代わりに私が担当しております。今年度も父をよろしくお願いいたします。

木津会長：桜、満開になりました。
宮岡幹事：伊賀市環境センター所長大岡様、主幹浅野様

本日は卓話よろしくお願いします。
中井会員：伊賀市環境センター様をお迎えして。
栗本会員、中西会員：伊賀市環境センター様、本日の卓話よろしくお願いします。
中里会員、平井会員、神戸会員、出後会員、福永会員：

伊賀市環境センターの皆様、お世話になります。
小林会員：ちょっといい事がありました。
西会員：ホーム例会欠席のお詫び。
中尾会員：ホーム例会欠席のお詫び。
長谷川会員：①理事会、例会欠席のお詫び

②少し寂しいことがありました。

お配りしたプログラム表の通り、5月のプログラムが本日の理事会で承認されました。

第一例会5月7日、外部卓話：津保護観察所企画調整課長 様「保護観察制度について」
第二例会5月14日、外部卓話：伊賀FCくノ一三重 監督 永井良明 様
第三例会5月21日、夜間例会
第四例会5月28日、外部卓話：社会福祉法人維幸育会 常務理事 松村浩 様

以上、よろしくお願いいたします。

伊賀市環境センター
所長 大岡 宏 様（写真；左）
主幹 浅野 真宏 様（写真：右）

伊賀市内の河川水質
① 主な水質調査
伊賀市では、国・三重県・市が連携して水質調査を実施している。
三重県の調査：7地点
市環境センター調査：15地点
往古川（久米川流域）：5地点
水道水源調査：14地点

② 河川環境調査の内容
市内主要河川15地点で、年4回水質を測定。主な指標は以下：
pH：酸性・アルカリ性（7が中性）
BOD：水の汚れ具合（微生物が消費する酸素量）
SS：水の濁り（浮遊物質量）
大腸菌数：生活排水などの影響指標
DO：水中の溶存酸素量

③ 久米川流域の水質対策
1993年に「生活排水対策重点地域」に指定
下水道整備や合併処理浄化槽の導入を推進
協議会を設置し対策を実施
しかし、現在も水質改善は十分ではない

④ 今後の取組
生活排水対策計画（2025年改定）に基づき継続的に対策
合併処理浄化槽の普及促進が重要な柱

伊賀市環境センターの浅野主幹より、伊賀市内で実施している水質調査、河川の環境調査、および往古川
の環境調査について、わかりやすく説明していただきました。水環境については、私たちの生活や産業に
直結する重要なお話であり、伊賀市内の河川の水質について理解を深める良い機会となりました。


